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 第1表各種魏鞭繭紬2びに地細1鵬冨碗の派すとなった大型巨細胞を除き,'いずれも高い諸
 藩嶽騙酵素活性を示していることが分る。就中従来
 炎症巣内で単核円形細胞と言・われて来た細胞
 群が組織璋に極めて類似した酵素配列を示し,
 10核前後迄の巨細胞が又之等単核円形細胞と
 其通した諸酵素反応を示すことか・ら,固定型
 組織球→円形遊離西目細胞化という過程が酵
 素組織化学的にも充分裏付けられることが分
 る。今〔つ木表から注目される変化は,初期・
 飽食組織球に諸酵素反応の減退がみられ'たの
 に反し.'長期に亘り徐々に異物粒子を摂取貧
 養した組織球はかかる異物の処理過程におい
 て極矯て高い諸酵素活性…を有するようになる
 1'.こどである。これに対し線維細胞は刺激型に
 おいてβ一91u血r㎝id鵬1eucine繊n・勘tidaseを含鰭干の藤'1甜呪昇齢る鰍し
 て酵蒲継乏しく,'蠣鰍は脚r・x伽e、a1㎏1heph・蜘tase・ゆ・sl血・Wla8e鞠定
 酵素の活性に富むが,そ・の他の酵素活性は軽微で南り・組織球'とは明らかに墜別される。
 以下,組織球の示す各種酵素反応び)中・特徴的な所見年述べてみる。
 鵬roぬdase反応:或る種の中型単核円形細胞の胞体内に陽i蠣粒をみるが・それは日数の
 経過と共に漸次消失して行く。又稀に数核の巨細胞も陽性顆粒を少量保有している・が、かかる細
 胞粛蟹脳ず本反応馳の鞭円聯潤繊擁する誕って之細胞のi湯翻鮒餓難
 球に由来するものと考えられる。
 Cyt。clr・n箪・xid薦e反応:租嚇購轍反応糊駅示し・・チフスワクチンや離鋤
 粒子投与による刺激で陽性反応が一層著明.とな凱そ・れは長期異物粒子貧健組織球において最高
 1燵する.これが新た剛親した糸繍の存在腐るの叔はそ樽で稲鍵であった糸ll螂
 が刺激により潤飾、廉も艇あるかの判定姻難嫉め手賑いが・Gusek・広鱒磯購見
 から,これはむしろ糸粒体の増量によるものと考えた方が妥当で奔ろう。
 succ量nicde}ゆqgenaSe反応:本反応も又、上述'写真第1図.
 c吻血。me・xidase反応絢様正常時組織球離鵬ガラス庫稚し矩縛晒cc'n'c
 dehγd∫・genag¢痴応
 な陽性所見として認められ・.'種々の変聾過程にある綿織
 .球も又同様の酵素活性の変動を示してぐる。(写真1)
難
 球は極めて鮮明に染色され,単離状或いは束状乃至線状
 排列をとる組織球(オ1図中央・写真オ2図)はその
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 月包1本F勺に華氏卓ま均・一な黒色1三易i生融融頃i立
 を均等に保有していろ。ヲー7スワク
 チソ全身刺激に、にり多突起性或いは
 遊ρ荏二1ノζを呈した∫組継ヒ球詳(同国右上)
 幽艶顧1旗糟刺'7備を示詳
 うになり,屡々核一側部に褐色陽性
 小斑を出現し.てくる。(写真オ5図
 左側)これが所謂ゴルタ庫'と考え
 られるものであ番。かかる傾向はチ
 フスワクチン局所注射とらうより強
 力な刺激によノ)て完全に遊離円形化
 ,した組織球に調いて一一1曽も唄著となり
 陽性顎位は核陥凹部(同図i下左
 下一写真オ5図右脚),即ら超生体・
 染色におけるヰ∫性赤花冠形成部位冗
 弦1く益長局するようになるq異物粒子を・
 短醸iiに大量摂取貪食し飽食状態にあ
 る粗織球(1司図右)の本酵素反応'
 1づ軍場・1生栗頁筆立が大ノ」、不揃と変り,負!食
 物をとり囲むもの,r二口に!入るもの,
 数箇融合するもの等多極であるが一
 般に反・感け減弱!ノてぐる。それに反
 し長期間に旺って1余々に異物1立子・を
 摂取貪食した組1脚求(向凶'右下)1τ}再び強し駕,暫i生を示し黒色暢性顆粒を剋1・1丈均等に分侑ざせる
 ように茂る∩挿入カバーグラス面に形成さh.亀巨細jj巴は数核(同図左下)のものでは丁度肖・了性
 赤集合部位を即
 心として単核円acidph。sph{しt且sc反応麟idph・sphaし“6反応
 形弄…酬己が欄以、X200×1,000
 難鰭霧『擁嘱1』蕊翠△△
 織虚△〆3.☆懸裏◎△.異
 灘鍵△il『△◇1響凱㎜
 本酵素反応は原
 形質,就中無核域部分から急速ひ〔消麗して行く。本1催素陽性顆粒はに醗生赤空砲によく一致し、細
 胞分割法に、【るdeDuveの1ysosome,Sむ捌1sのphagosonle,電顕的親祭を通して得られた
 梶川等のH顆粒,田中のφ顎位等は著者の観察した本酵素湯性顆粒と同一`ハものである可能性が
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 強い。
 ATP-a8e反応:組織球は細胞内形質から外形質にかけて本酵素反応を増加するため,その
 細胞輪郭が詳明に固き出されてくる。遊離日形化と共に陽性所見は細胞縁に強く限局するように
なるり
 又異翻の貪食によって均質であった陽性反応は不規則頼粒状に変ってくる。ATP-a8eが原
 形質流動を含むmed旧n㏄hemica1系で重要な役割を果していることと考え合せて,組織球内に
 輝けるかかる本酵素配置の変化は本細胞の示す活畿なpinocytosi8或いは曲pc脚osisを説
 明するものであろう5
 第2図n・皿8P。cific。8tera8。nσn8欝CifiCeSむera8e反応:
 矢印の太き一・刺激の強さ組織球(才2図中央右一ヒ写
 長さ"…〃持続其方4図)は極めて強い本酵素
 反応によって特徴づけられる。
 巣状排列をとる幼若組織球(同・
 図上)及び中乃至小型の遊離円
灘灘
鰐懸
藩
 形fヒ組織球(同図下)の本酵素'
 反応は助較的軽度であり.成熟
 するにつれその活性が増強する。'
 注目すべ重今一つの変化は異物
 粒子の摂取霞蔓と共に胞体に均
 質であった陽性反応が顯粒状を
 呈してくることで,これを最も
 よく示したのがトリノくン青:顎季立
 を保有する組.識球(同図右下、
 写真オ5図右劃)であって,ト
 リバγ青顆粒の形成と共に本簿
 素がその都に移動したものと考
 えざるを得なレ、o
 lipase反応:前述nonSP←
 cifices七er賄e同様,組織球
 は極めて強い本酵熱気烈鴛つ.
 て容易に同定される。
 β一glucuronidase反応:正常時・組織球並びに線維細胞け既に明・僚な本酵素反応を示すが,
 刺激を受け賦活化された組織球並びに増殖傾向にあ。、困長線維芽細胞は亟めて高い本酵素反応陽
 ・1生を示ずようになる。
 本酵素はFishmanによると,グ・レクロナイドの分解のみでなく,その合成を促進する重要た
 酵素であることが強調されてお軌がかる意味から各僅変態過程にある組織球はグルク・ナイド
 の生合成をけじめ,旺盛な細胞内同1ヒ作用を営んでいるものと推測される。
 1eucineaminopeptidase反応:旺常時組織球並びに線維細胞は共に本酵素陽性細顆粒を明
 瞭に保有1.ているが,組破球の湯性顆粒が粗大且つ密に配置している為線維細胞とは比較的容易
 に鑑別される。(写真オ6図)刺激下における各櫨変態組織球は一層明瞭な陽性顛粒を氾体均等
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 写真第4図
 h・且specifice8teエas。反応
 〉く200
瀦
麟
輪藤
 織球は之等染色の軽度陽性所見を示すが,遊
 離円形化と共にPAS陽1性物質及びピ口番ン
 に分・存するようになる。
 Monis等及ぴBur8七σne等は賦活化された間質結合織
 に本酵素活性が高まることを指補し,特1てMonis等はこ
 れを間質固有のFibrobla8tic乱ctiviむyのためであると
 考えているが上述の如くこれはむしろHis七iocyもic-
 fibroey七icactivityと呼んだ方がよ9正確である。・
 画08phorylase反応:組織球・の添酵素反応は極めて軽
 微であるが,稀に可成り明瞭な陽性所見を示す円形化組
 '織球乃漸j型巨細胞が認められる。如何なる機能相にある
 細胞が鄭かる活性を示すようになるのかについては只今の
 ところ全く不明である。
 PAS,Pyrαロine,SudanblackB染色:正常時組
 写真第5図
 n。・6pecifice8;e聯e反応×1、000
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 舞削・亀一一モ'
 '好性物質が増量してくる。最も特徴的な変1ヒとして
 は長期貪食組織球内に多量のPAS陽性物質が出現
 し,同時に又ピ・ニソ好性物質及ぴズダン黒B陽性
 これは丁度前述各'種酵素反応の増強とよく符合している。
 従って之等諸物質は,本細包肉における活漁瀬擁反応の1牒産生され姓のと考えられる・
結論
 以上著者は皮下組織球が正常峙既にこの部の他種間葉系細胞に比し極めて高い諸酵素活性…を示
 すこと,各種の炎症性刺激に応じて一層諸酵素活性を増強する事実、貪食,遊離及び多形此等痙
 種変」漁象を示しながら,速かにボIl激を中和し,或いはその拡大セ防止させること等を明ちかにし,
 本細胞系の多彩な変態過程における各種酵素の動きを明確にした。
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審査結果要旨
 著者は,従来教室で愛用されて来た皮下結合織伸展法,並びに挿入カバーグラス法による標本
 に勤たに酵素蛆織化学的操作を加え・昏種変態過程にある皮下組織球を観察し・次の如き'結果を
 得ている。
 t正常時皮下組織球は(加oc㎞megxid£se,8uccinicde畑drog㎝a8e,acidpho8幽ta8e,
 ATP-a8e,n㎝8酔cificestera8e,ii脚e,β一91ucロr㎝idase,aminopeptid肥e等の各種酵
 素活性を明瞭に.示し,就中acidpho卵hatase,uonspecifice8tera8e,lipa8e等の各種酵素反
 応によって極めて明瞭に特徴づけられる。これに比し静止時線維細胞は一般に上記諸酵素活性に
 乏しく,顆粒球はperoxida8e,alkalinep㎞釦bata8e・phos⑳sphσ鯉iase等特定酵素グ)活性に
 富むが,その他の酵素活性軽微であり組織球とは崩らかに区別される。
 aトリパン青・石英粉末,台糖鉄コロイド及び墨汁等異物粒子を短時間内に大量摂取貪食し,
 飽食状態を示した組織球には上記諸酵素反応の減弱がみられたが,かxる異物粒子を長期間に亘
 って徐々に摂取貪食した組織球は極めて高い諸酵素活性を示して来ると共に、之と平行してPAS
 陽性物貰,ビ・ニソ好性物質並びにズダン黒B陽性物質を産生するに至る。なお長期貪食の過程
 においてalkaline油os血taseの細胞内出現及びNonspecificesむerass,ATP-aseの細胞
 内移動現象を認めることが出来た。
 5.チフスワクチγ全身感作の結果・束状乃至線状配働をとった組織球にはCyむ。血℃meoxl-
 dase,sロccinicde坤drogena8e,β一91Ucur㎝idase等の各櫨酵素活性が増強するが,勒たに出
 現して巣状配列を示す幼若ぬ織球では成熟組織球に比しnon8Pecificestera8e,aminqpePtida-
 se等の沓僅酵素活性が若干劣っていた。
 チフスワクチンの周航刺激により円形遊離状を呈した各種麟鯛くは崩瞭な上記各種酵素反応を
 示し,特に.acid画osphata8eはかかる遊離円形化の過程に於いて核陥凹鵡即ち中性赤花冠形'
 成都位に限局化する蜘司かみられた。
 4皮下挿入カバーグラス・」'片に新生する10核前後の小型巨細胞では上記諸酵素活性の面か
 ら見て共存する単核円形細胞に準じているが・巨細胞が大型化し核数の増加(30核以上),
 核一原形質比の異常,胞体外形質亜びに無核域の拡大と共に餐極の酵素反応は次第に減少して来
 る。就中無核域胞体部分にこの傾向が著朗であることを確めた。
 5.以上著者は・反下組織球がこの泓の他櫨間葉系細胞に比し極めて高い諸酵素活性を示すこ
 と・諸種炎症性刺激に応じて一層諸白螺活性を増強する事実,食食・遊離及び多形化等種々変態
 像を示しながら速かに刺激を中和乃至その拡大を防止させること等を朋らかにし・本細胞の多彩
 な変態過程に・おける各槙酵素の動きを朋確にした。
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